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もくじ／会議所カレンダー インフォメーション

相
模
原
商
工
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議
所

本
所
・
支
所
案
内

2月12日㈭～3月12日㈭
★印の行事は今月号会報に詳細が掲載されています。【　】内は掲載ページ。
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当
商
工
会
議
所
は
、
賀
詞
交
歓
会
を
１
月

８
日
、
相
模
原
市
立
産
業
会
館
で
開
催
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
当
商
工
会
議
所
役
員
・
議

員
を
は
じ
め
、
地
元
選
出
の
国
・
県
・
市
議

会
議
員
、
市
内
外
の
経
済
団
体
関
係
者
な
ど

約
３
０
０
名
が
集
ま
り
、
新
し
い
年
を
祝
い

ま
し
た
。

　

杉
岡
会
頭
は
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
「
日
本
経
済

は
、
安
倍
政
権
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
に
よ
り
、

デ
フ
レ
脱
却
の
兆
し
を
見
せ
て
お
り
、
景
気
は
回

復
基
調
で
は
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
中
小
・
小
規
模

事
業
者
は
、
原
材
料
や
燃
料
価
格
の
高
騰
な
ど
で
、

円
安
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
し
に
く
く
、
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
こ
の
よ
う
な
中
で
、
国
で
は
『
小

規
模
事
業
者
の
支
援
に
関
す
る
法
律
』
を
一
部
改

正
し
、
商
工
会
議
所
を
中
心
と
し
た
、
小
規
模
事

業
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
再
構
築
を
〝
面
的
〟

に
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
相
模
原
市
で
は
『
が
ん
ば
る
中
小
企
業
を
応

援
す
る
条
例
』
の
施
行
に
よ
り
、
小
規
模
企
業
を

金
融
面
か
ら
支
援
す
る
『
マ
ル
ケ
イ
融
資
』
の
利

子
補
給
の
継
続
な
ど
手
厚
い
支
援
を
賜
わ
っ
て
お

り
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
行
政
や
関
連
団
体
と
も

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創

出
に
努
め
て
い
き
た
い
」と
、抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
、
加
山
俊
夫
相
模
原
市

長
、
関
山
由
紀
江
市
議
会
副
議
長
、
赤
間
二
郎
衆

議
院
議
員
（
議
員
代
表
）、
原
山
正
明
関
東
経
済

産
業
局
地
域
経
済
部
長
な
ど
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
後
、
市
内
商
工
業
の
繁
栄
に
願
い
を
込
め

て
、
福
だ
る
ま
（
上
溝
商
店
街
（
振
）
寄
贈
）
の

目
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。（
写
真
＝
表
紙
）

　

当
商
工
会
議
所
は
１
月
16
日
、
市
立
産
業
会
館

で
、
新
年
恒
例
の
「
新
春
経
済
講
演
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

会
員
企
業
や
市
民
な
ど
１
２
３
名
が
参
加
。
講

師
に
は
、
テ
レ
ビ
東
京
系
の
番
組
「
ワ
ー
ル
ド
ビ

ジ
ネ
ス
サ
テ
ラ
イ
ト
」
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
で
知

ら
れ
、
テ
レ
ビ
番
組
出
演
や
雑
誌
寄
稿
な
ど
幅
広

い
分
野
で
活
躍
中
の
ロ
バ
ー
ト
・
ア
ラ
ン
・
フ
ェ

ル
ド
マ
ン
氏
（
モ
ル
ガ
ン
・
ス
タ
ン
レ
ー
Ｍ
Ｕ
Ｆ

Ｇ
証
券
株
式
会
社
チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
）
を
迎

え
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ル
ド
マ
ン
氏
は
、「
日
本
経
済
の
展
望
と

中
小
企
業
の
経
営
戦
略
」
に
つ
い
て
講
演
。
各
種

の
経
済
指
標
な
ど
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
、「
グ
ロ

　

平
成
26
年
度
神
奈
川
県
優
良
工
場
表
彰
式
が
１

月
13
日
、
県
庁
で
行
わ
れ
、
当
商
工
会
議
所
が
推

薦
し
、
受
賞
し
た
㈱
シ
ノ
テ
ス
ト
・
相
模
原
生
産

セ
ン
タ
ー
（
南
区
大
野
台
４
－
１
－
93 

㈿
ｓ
ｉ

ａ
神
奈
川
内
）
が
表
彰
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

県
優
良
工
場
表
彰
は
、
県
内
の
製
造
業
を
営
む

中
小
企
業
の
工
場
が
対
象
。
経
営
成
績
や
作
業
環

境
、
生
産
技
術
な
ど
が
特
に
優
れ
て
い
る
ほ
か
、

労
働
災
害
、
公
害
の
発
生
防
止
、
労
働
時
間
の
短

縮
、
環
境
関
連
手
続
の
遵
守
な
ど
に
取
り
組
ん
で

地
域
経
済
の
活
性
化
を
誓
う
　
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

300名が集まった賀詞交歓会

年頭所感を述べる杉岡会頭

ー
バ
ル
経
済
の
動
向
、
国
内
経
済
の
今
後
、
金
融
・

財
政
の
課
題
、
労
働
力
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
」
に

つ
い
て
鋭
く
分
析
・
解
説
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
具
体
的
な
デ
ー
タ
を
基
に

し
て
、
分
か
り
や
す
く
説
明
い
た
だ
き
、
経
済
の

構
造
が
良
く
理
解
で
き
た
」、「
い
ろ
い
ろ
な
数
字

の
見
方
が
興
味
深
く
、
そ
う
い
う
見
方
も
あ
る
の

か
と
〝
目
か
ら
鱗
〟
で
し
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

い
る
工
場
を
「
優
良
工
場
」
と
し
て
県
が
表
彰
し

て
お
り
、
当
日
は
、
県
内
７
社
の
事
業
所
が
黒
岩

祐
治
県
知
事
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

「
㈱
シ
ノ
テ
ス
ト
」が
受
賞

 

平
成
27
年
度 

神
奈
川
県
優
良
工
場
表
彰

受賞した㈱シノテスト 杉山生産部門長（左）と
黒岩県知事

日
本
経
済
の
展
望
と

�

中
小
企
業
の
経
営
戦
略

 

～
新
春
経
済
講
演
会
に
123
名
が
参
加
～

日本経済の展望について語る
フェルドマン氏
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会員紹介トップインタビュー

―
会
社
の
業
務
内
容
を
教
え
て
下
さ
い
。

　
「
工
場
で
は
溶
接
を
主
体
に
や
っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
液
体
窒
素
を
保
存
す
る
『
真
空
容
器
』

を
手
掛
け
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
液
体
窒
素
を

使
っ
て
食
品
を
急
速
冷
凍
し
た
り
す
る
こ
と
も
知

ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
当
社
で
は
半
導
体
向
け
の

真
空
容
器
が
メ
ー
ン
で
す
。
あ
ら
ゆ
る
電
気
製
品

に
欠
か
せ
な
い
半
導
体
で
す
が
、
そ
れ
を
つ
く
る

の
に
は
液
体
窒
素
が
必
要
で
す
。
大
手
企
業
か
ら

受
注
し
て
、
こ
こ
（
上
鶴
間
本
町
の
工
場
）
で
生

産
し
て
い
ま
す
」

　

テ
ィ
ー
ケ
ー
工
業
（
南
区
上
鶴
間
本
町
）

は
、
金
属
の
溶
接
な
ど
を
手
掛
け
る
企
業
で

す
。
創
業
者
で
社
長
の
今
野
時
雄
さ
ん
は
、

職
人
人
生
の
大
半
を
溶
接
一
筋
に
捧
げ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
技
術
は
、
昨
年
同
社
が
出
展

し
た
「
産
業
交
流
展
２
０
１
４
」
で
も
注
目

さ
れ
、
大
手
企
業
か
ら
の
受
注
を
次
々
と
獲

得
し
て
い
ま
す
。
溶
接
な
ら
誰
に
も
負
け
た

く
な
い
―
。
67
歳
の
今
野
さ
ん
は
、
故
郷
・

宮
城
県
か
ら
中
学
卒
業
後
に
集
団
就
職
で
上

京
、
こ
の
世
界
に
入
り
ま
し
た
。
負
け
ん
気

の
強
さ
で
腕
を
上
げ
、
24
歳
の
と
き
に
は
大

手
企
業
の
全
国
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル
で
２
位
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
紆
余

曲
折
を
経
て
、
還
暦
を
前
に
独
立
。
テ
ィ
ー

ケ
ー
工
業
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

仲
間
た
ち
も
路
頭
に
迷
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
建
物
や
設
備
を
引
き
継
い
で
テ

ィ
ー
ケ
ー
工
業
を
設
立
し
ま
し
た
。
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
後
は
大
変
で
し
た
が
、
今
で
は
新
規
の
仕

事
が
対
応
で
き
な
い
ほ
ど
忙
し
い
で
す
」

―
最
近
で
は
も
の
づ
く
り
技
術
を
生
か
し
て
、
自

社
製
品
『
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
プ
』
を
開
発
し
ま
し
た
。

ど
ん
な
製
品
で
し
ょ
う
か
。

　
「
住
宅
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
人
に
異
常
が
あ
っ

た
場
合
、
ラ
ン
プ
を
通
じ
て
地
域
に
知
ら
せ
る
も

の
で
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
灯
と
携

帯
型
の
小
さ
な
リ
モ
コ
ン
（
発
信
機
）
な
ど
で
構

―
還
暦
を
前
に
し
て
創
業
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す

が
、
そ
れ
ま
で
の
道
の
り
を
教
え
て
下
さ
い
。

　
「
15
歳
の
と
き
に
集
団
就
職
で
上
京
し
て
、
三

菱
系
の
自
動
車
部
品
メ
ー
カ
ー
に
入
社
し
ま
し
た
。

生
産
ラ
イ
ン
に
入
り
ま
し
た
が
、
最
初
の
仕
事
は
、

ア
ー
ク
溶
接
で
残
っ
た
被
覆
材
の
か
す
を
掃
除
す

る
仕
事
で
し
た
。
毎
日
毎
日
続
け
ま
し
た
が
、
一

刻
も
早
く
技
術
を
覚
え
な
け
れ
ば
、
職
人
に
な
れ

な
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
昼
休
み
や
仕
事

が
終
わ
っ
た
後
も
工
場
に
残
り
、
溶
接
技
術
を
必

死
で
覚
え
ま
し
た
。
休
日
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

こ
そ
年
中
無
休
で
５
年
間
か
け
て
習
得
し
ま
し
た
。

成
さ
れ
ま
す
。
リ
モ
コ
ン
を
常
に
携
帯
し
て
い
れ

ば
、
異
常
時
に
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
、
窓
際
や
ベ

ラ
ン
ダ
に
置
か
れ
た
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
、
近
隣
住

民
に
伝
え
る
仕
組
み
で
す
。
独
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
や
女
性
が
増
え
て
い
る
な
か
、
急
に
具
合
が
悪

く
な
っ
た
り
、
室
内
で
事
件
・
事
故
に
あ
っ
て
も
、

助
け
を
呼
べ
る
身
近
な
手
段
が
あ
り
ま
せ
ん
。
早

く
発
見
で
き
れ
ば
助
か
る
命
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

『
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
プ
』
は
、
地
域
で
長
い
間
培
わ

れ
て
き
た
互
助
精
神
が
あ
っ
て
初
め
て
機
能
す
る

も
の
で
す
。
互
助
精
神
さ
え
あ
れ
ば
、
高
額
な
ホ

ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
今

後
は
こ
の
製
品
の
普
及
に
も
力
を
注
い
で
い
き
た

い
で
す
」

Top 
Interview
Top 
Interview
トップ
インタビュー
トップ
インタビュー

「ふれあいランプ」を手にする今野社長

テ
ィ
ー
ケ
ー
工
業
㈱

代
表
取
締
役
社
長

今
野
時
雄 

さん

相
模
原
市
南
区
上
鶴
間
本
町
４
︲
26
︲
14

☎ 

０
４
２
︲
７
６
６
︲
３
４
１
９

〝
溶
接
一
筋
〟の
こ
だ
わ
り

�

「
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
プ
」
も
発
売

手作業で細かい溶接をする同社の職人

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
現
場
リ
ー
ダ
ー
、
ラ

イ
ン
の
責
任
者
な
ど
に
な
り
ま
し
た
。
24
歳
の
と

き
に
は
三
菱
系
の
全
国
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル
で
２
位

に
な
り
ま
し
た
」

―
そ
の
後
は
ど
う
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
勤
務
し
て
い
た
メ
ー
カ
ー
か
ら
栃
木
工
場
へ

の
転
勤
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
の
頃

は
結
婚
も
し
て
い
て
家
庭
の
事
情
も
あ
っ
た
の

で
、
退
職
し
て
、
地
元
企
業
へ
の
転
職
を
繰
り
返

し
ま
し
た
。
独
立
す
る
前
に
就
職
し
た
の
が
、
栃

木
の
会
社
で
、
そ
こ
の
「
町
田
工
場
」
を
任
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
現
在
の
当
社
工
場
は
、
も
と
も
と

は
そ
こ
の
建
物
で
す
。
た
だ
、
定
年
を
前
に
し
た

２
０
０
７
年
、
栃
木
の
本
社
が
倒
産
す
る
こ
と
を

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
一
緒
に
働
い
て
い
た
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インフォメーション

景 気 観 測 調 査 結 果　平成26年度第3四半期（平成26年10～12月）
業況DIは、回復の弱さが続く。先行きも一段のコスト増で慎重な見方が広がる

　今回の全産業総合DI値は、前回調査時（平成26年 7 月～ 9 月期）から 3 ポイント悪化の▲29となりました。
　業種ごとでは、製造業が▲33（前回▲10から▲23ポイント）と大幅な低下となり、飲食業・サービス業も
▲31（前回▲25から▲ 6 ポイント）と悪化しました。その反面、建設業はプラス 3 （前回▲19から＋22）と
大幅に改善し、小売業・卸売業も▲43（前回▲46から＋3）と若干の回復が見られました。
　次期については、全産業（総合）で▲19（今期比＋10ポイント）と改善の見通しとなっています。
　調査結果の詳細については当商工会議所ホームページ「会議所トピックス」よりご確認下さい。

今回ご協力いただきました会員企業の皆様には厚くお礼申し上げます。
本調査は四半期ごとに実施しておりますので、調査票が郵送された際にはぜひご協力下さいますようお願い申し上げます。

飲食・サービス業

小売・卸売業

建 設 業

製 造 業

全 産 業

▲50

▲40

▲30

▲20

▲10

0

10

業種別業況DI値の推移
H26.4～6月期 H26.7～9月期 H26.10～12月期 H27.1～3月期

（次期見通し）H26.1～3月期

今期業況
（H26.10-12）

次期見通し
（H27.1-3）

製 造 業 ▲33　 ▲29　

建 設 業 3　 7　

小 売 業
卸 売 業 ▲43　 ▲27　

飲 食 業
サービス業 ▲31　 ▲17　

全 産 業 ▲29　 ▲19　

調査期間　平成26年１2月１2日～平成27年 １ 月１5日
調査対象　当所会員中小企業500社（業種別に無作為抽出）

≪景気観測調査≫
前年度同時期との業況を比較し、「良い／悪い」
などの指標を数値化し景気動向を調査。
「良い」の回答数の割合から「悪い」の回答数
の割合を引いて算出した数値（DI値）を用いる。

業況天気図凡例
晴れ

DI値30～11

薄曇り

DI値10～▲10

小雨

DI値▲11～▲30

雨

DI値▲31以下

【製造業（油圧機器の設計・製作・販売業）】
「取引先 2社からの引き合いがなくなった。取引会社も多くない中で非常にダメー
ジを受けている」

【建設業（リフォーム業）】
「例年ならば繁忙期となるのだが今年は静かであった」

【小売業・卸売業（和菓子製造販売）】
「大企業から徐々に景気は良くなりつつあるが、その下の中小企業や自営業者にま
で波及するにはまだ時間がかかると思う。消費税が１0％に上がる前に景気が良くな
ることを希望する」

【飲食業・サービス業（外食設備工事業）】
「物価上昇に対する消費減速などの不安がある。資材の価格上昇もある中、受注単
価は上がらないので利益が出ない状況」

各
業
界
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

主
な
コ
メ
ン
ト

　本年も確定申告の時期となりました。所得税、消費税の確定申告手続きについて、下記のとおり相談会を実施いたします。
相談は無料ですので、ご不明な点がある方は、この機会にご利用ください。

日　　　時： 2 月23日㈪～ 2 月27日㈮　10時～12時、13時～16時（ 1事業者 1時間）
場　　　所：相模原市立産業会館 ３階 小研修室（相模原市中央区中央３-１2-１）
相　談　員：東京地方税理士会相模原支部 会員
持参するもの：�税務署から送られた書類（決算書、確定申告書）、平成25年（前年分）の決算書・確定申告書、平成26年月別集

計表等、生命保険料、地震保険料及び国民年金保険料の各種控除証明書、国民健康保険税、医療費等の各種領
収書、筆記具、電卓、印鑑

申 込 方 法：下記まで、電話でお申込ください。※事前予約優先
問い合わせ：相模原商工会議所 経営支援課　☎ 042-753-8135　

※顧問税理士がいる方、譲渡所得、贈与税、相続に関するご相談の方、法人事業所のご相談には応じられませんのでご注意下さい。

税理士による確定申告相談会 ～個人事業者向け～
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平成27年度 税制改定のポイント トピックス
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トピックス 平成27年度 税制改定のポイント

税制改正セミナー 参加無料
日　時 ： ３月18日㈬ 14時～15時30分
会　場 ： 市立産業会館 
主　催 ： 金融税制専門委員会
※詳細は当所web http://www.sagamihara-cci.or.jp/を
　ご覧ください
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相
模
原
市
ト
ラ
イ
ア
ル
発
注
認
定
制
度

�

認
定
企
業
紹
介
（第19回）

恭
誉
建
設
株
式
会
社

■
認
定
製
品

　

ス
ー
パ
ー
カ
タ
ー
テ
（
ト
イ
レ
用
）

　

ロ
イ
ヤ
ル
キ
ッ
チ
ン
（
キ
ッ
チ
ン
用
）

■
製
品
の
概
要

　

ス
ー
パ
ー
カ
タ
ー
テ
は
、
病
気
・
障
害
等
で
身

体
が
不
自
由
な
状
態
の
方
で
も
片
手
で
簡
単
に
ペ

ー
パ
ー
を
切
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
の
想
い

で
開
発
さ
れ
た
商
品
で
す
。
ま
た
、
切
れ
目
が
わ

か
ら
ず
ク
ル
ク
ル
と
回
し
て
探
す
こ
と
が
な
く
な

り
、
洗
っ
て
い
な
い
手
で
三
角
に
折
る
必
要
も
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
ペ
ー
パ
ー
を
下
に
さ
げ
て
切
る

新
方
式
。「
誰
も
触
れ
な
い　

何
も
付
か
な
い
」

衛
生
的
な
ペ
ー
パ
ー
ホ
ル
ダ
ー
で
す
。

　

ロ
イ
ヤ
ル
キ
ッ
チ
ン
は
同
じ
方
式
で
、
料
理
中

に
片
手
で
サ
ッ
と
！
切
れ
る
、「
キ
レ
イ
」「
簡
単
」

「
便
利
」
な
ペ
ー
パ
ー
ホ
ル
ダ
ー
で
す
。

■
価
格
（
参
考
）

　

２
，８
０
０
円

■
用
途

　

病
院
・
福
祉
施
設
・
学
校
幼
稚
園
・
公
共
ト
イ

レ
・
交
通
機
関
内
ト
イ
レ
・
一
般
家
庭
ト
イ
レ
及

び
キ
ッ
チ
ン

■
販
売
実
績

　

イ
タ
リ
ア
料
理
店
５
台
・
福
祉
施
設
15
台

■
会
社
・
事
業
概
要

・  

重
金
属
汚
染
土
壌
の
無
害
化
改
良
材
及
び
泥
濘

防
止
改
良
材
の
製
造
・
販
売

・
汚
染
水
の
凝
集
分
離
剤
の
製
造
・
販
売

・  

ス
ー
パ
ー
カ
タ
ー
テ
、
ロ
イ
ヤ
ル
キ
ッ
チ
ン
の

開
発
販
売

　

所
在
地　
相
模
原
市
中
央
区
陽
光
台
４
－
５
－
11

　

代
表
者　

山
下　

操

　

☎ 

０
４
２
－
７
５
８
－
１
１
３
１

葬祭綜合
センター ㈱ 伊 藤 典 範 直営　白雲殿

斎場　紫雲殿

　0120-42-9039 http://www.ito-tenpan.com
い とう てん ぱん

フリーダイアル

＝ 大駐車場完備（150台） ＝24時間年中無休

設備内容
控室・バスルーム付日本間３室

大・中・小あわせて３斎場
（葬儀に対して使用料無料）

（
前
回
ま
で
の
お
話
）
相
模
の
国
の
「
て
る

て
姫
」
と
常
陸
（
ひ
た
ち
※
現
在
の
茨
城
県
）

の
国
の
お
ぐ
り
判
官
、
相
思
相
愛
の
二
人
は

結
婚
し
幸
せ
な
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

二
人
の
幸
せ
を
面
白
く
な
く
思
っ
て
い
た
の
は
、

て
る
て
姫
の
父
「
横
山
将
監
（
よ
こ
や
ま
し
ょ
う

げ
ん
）」
で
し
た
。
実
は
、
て
る
て
姫
と
お
ぐ
り

判
官
は
、
そ
れ
ぞ
れ
敵
同
士
の
お
家
柄
だ
っ
た
の

で
す
。
時
代
は
室
町
時
代
、
二
人
の
恋
は
許
さ
れ

ぬ
も
の
で
し
た
。

　

自
分
の
娘
を
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
腹
を

た
て
た
横
山
将
監
は
、人
食
い
馬
の
「
鬼
鹿
毛
（
お

に
か
げ
）」
を
さ
し
む
け
、
お
ぐ
り
判
官
を
殺
し

て
し
ま
お
う
と
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
お
ぐ
り

判
官
は
こ
れ
を
見
事
に
乗
り
こ
な
し
て
し
ま
い
ま

す
。 

「
く
っ
、
お
ぐ
り
判
官
め
、
な
か
な
か
や
る

な
！
」 

　

こ
れ
で
も
諦
め
な
い
横
山
将
監
は
、
今
度
は
宴

を
開
い
て
お
ぐ
り
判
官
を
毒
殺
し
よ
う
と
企
て

ま
す
。「
仲
直
り
を
し
よ
う
」
と
、
お
ぐ
り
判
官

に
申
し
出
る
横
山
将
監
、「
悪
い
予
感
が
す
る
わ
、

行
か
な
い
で
」
と
引
き
止
め
る
て
る
て
姫
で
し
た

が
、
お
ぐ
り
判
官
は
「
お
義
父
上
の
誘
い
を
断
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
」
と
こ
の
宴
に
出
席
し
ま
し

た
。
そ
し
て
こ
の
宴
の
席
で
お
ぐ
り
判
官
は
、
と

う
と
う
毒
入
り
の
お
酒
を
飲
ま
さ
れ
、
殺
さ
れ
て

し
ま
っ
た
の
で
す
。

読
み
物

さ
が
み
の
国
の
て
る
て
姫

�

第
二
話
「
父
・
将
監
の
悪
企
み
・
・
・
」

 

二
人
の
物
語
は
こ
こ
か
ら
数
奇
な
も
の
へ

と
・
・
・
、
次
月
号
「
閻
魔
大
王
の
試
練
」
に

続
き
ま
す
。
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専門家に学ぶ

有限会社コウチヤ
　　　代表取締役　藤 田 　実相模原の　　　

　お店・企業版「インターネット活用術」㉜
■Webサイトチェックツールの紹介
　検索エンジン対策（SEO）に本格的に取り組むには、Google 
AnalyticsやGoogleウェブマスターツールズといった解析ツー
ルにアカウントを登録して、解析用トラッキングコードやファイ
ルをサイトに組み込むといった手順が必要です。しかしながら管
理画面も複雑でわかりにくく、設定はしたものの結局見ていない
という方もいらっしゃるかもしれません。そこで今回は、事前登
録無しで使える簡易チェックツールをご紹介します。

◆SEOチェキ！
　調べたいページURLを入力
して送信するだけで、SEOの
簡易チェックが行えます。チェ
ックできる内容は簡単なことが
多いですが、分析結果のページ
からさらにいろいろな情報ペ
ージや専用分析サイトに移動
できるのが便利なポイントで
す。検索キーワードの順位を
3 パターンまで一度に調査し
たり、ページ内にどのような
キーワードが何回書かれてい
るかといったチェックも行え
ます。SimilarWeb（サイトの
アクセス状況解析）、Internet 
Archive Wayback Machine

（過去のページ保管庫）、Open 
Site Explorer（被リンクの一
覧）などの高機能な解析サイトへのリンクが貼られているのも便
利な点です。筆者は初回の打ち合わせ前にあらかじめ確認してお
くという使い方をしていますが、自社サイトだけでなく他社のサ
イトなどのデータも誰でも閲覧できるので、ライバルサイトの分
析にも有効です。自社に誘導したい検索キーワードで自社よりも
上に出てくるサイトがあった場合、そのサイトがどのようになっ
ているのかをこれらを使って調べてみるのも良い勉強になります。

◆検索順位比較ツール�:�DW230
　SEOチェキ！の検索順位チェック機能では、順位の数字は表
示されますが、具体的にどのようなサイトが並んでいるのかを見

るには数字をクリックして実
際の検索結果の画面を表示す
る必要があります。検索した
いキーワードの組み合わせと
自社サイトのURLを入力し
て検索すると、 3 つまでの検
索エンジンの検索結果を横並
びで同時に見ることができま
す。URLとして入力したサ
イトは赤字表示になるため、
全体での位置が視覚的に把
握できます。現在、Yahoo 
Japanは検索エンジン内部
にGoogleを採用しており、ほぼ同じ検索結果になってしまいま
すが、独自の検索エンジンを採用していた頃は検索エンジン毎の
個性があって見比べて表示できるのが大変便利でした。ここで表
示されるライバルサイトをSEOチェキ！で分析するのもおすす
めです。

◆SEO診断ツール�Dipper�β（ディッパー）－Septeni－
　ちょっと古いツールですが、
URLと検索キーワードを入
力すると、結果順位と合わせ
ていくつかのアドバイスを文
章で表示してくれます。シン
プルでわかりやすい分析ツー
ルです。

　なお、いずれのツールも有
料サービスへのバナーなどが
ありますが、無料の範囲で利
用して自社のサイトに大きな
問題点がないか、ライバルと
なるサイトはどこか、ライバ
ルサイトはどのようになって
いるのかを調べるために使っ
てみてください。特に外的SEOと称して外部からのリンクを有
料で貼るサービスは検索エンジンスパムとなりますのでご注意く
ださい。

代表理事　長　田 　功
相模原市印刷広告協同組合

印刷・広告に関する事はどんなことでもご相談ください
官公需適格組合（平成20・03・18関東第125号）

〒252－0239　神奈川県相模原市中央区中央3－7－5
TEL 042－776－6100　FAX 042－776－5656

【図 1 】SEOチェキ！分析結果
http://seocheki.net/

【図 2 】検索順位比較ツール
http://dw230.net/comparison/

【図 3 】Dipper
http://dipper.septeni.co.jp/?action=analyze
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神奈川県相模原市中央区淵野辺４丁目16番14号

中小企業経営者・後継者のための 事業承継セミナー
経営セミナーのご案内

　近年、中小企業経営者の高齢化が進展する中で、事業
を承継する後継者の確保が困難になってきています。こ
のような状況下で、円滑な事業承継の実現には早い段階
からの計画的な取り組みの推進が欠かせません。
　本セミナーでは、事業承継の現状や対策の全般等につ
いて、中堅・中小企業に係る事業承継支援の実績が豊富
な専門家を迎えて分かりやすく解説いたします。
　この機会にぜひご参加ください。

■日時： 3 月 2 日㈪　1４時～16時
■会場：相模原市立産業会館 4 階 国際商談室
　　　　(相模原市中央区中央3－12－1)
■講師：東京都事業引継ぎ支援センター サブマネージャー
■内容：① 中小企業をとりまく事業承継問題の現状と事業承継

対策の必要性（親族内承継、親族外承継、M＆A等）
　　　　②事業承継対策の具体的な進め方
　　　　③事例紹介
■申込・問い合わせ　☎ 042-753-８135（経営支援課）

　

会
員
企
業
の
人
材
採
用
を
支
援
す
る
た
め
、
関

東
１
都
８
県
の
１
０
２
商
工
会
議
所
が
連
携
し
て

「
２
０
１
６
年
３
月
卒
の
大
学
生
・
専
門
学
校
生

を
採
用
す
る
企
業
」
と
「
２
０
１
５
年
に
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ
可
能
な
企
業
」
情
報
の
提

供
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

関
東
商
工
会
議
所
連
合
会
管
内
の
商
工
会
議
所
に

加
入
す
る
大
学
・
専
門
学
校
を
対
象
に
、
採
用
や

受
入
れ
可
能
な
企
業
情
報
を
リ
ス
ト
と
し
て
提
供

し
ま
す
。
就
職
指
導
担
当
者
や
学
生
・
専
門
学
校

生
に
貴
社
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。詳
細
・

お
申
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
会
報
折
込
み
の

チ
ラ
シ
ま
た
は
当
所
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
（http://

w
w

w
.sagam

ihara-cci.or.jp

）
を
ご
覧
下

さ
い
。

　

な
お
、
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し
た
情
報
は
、
企

業
リ
ス
ト
（
電
子
媒
体
）
と
し
て
と
り
ま
と
め
、

４
月
頃
に
会
員
大
学
・
専
門
学
校
な
ど
へ
の
提
供

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
：
産
業
振
興
課

　

☎ 

０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
６

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

�
人
材
採
用
を
支
援

ビジネスマナーを習得！

新入社員研修
2日間コース

 主催：相模原商工会議所

日　　時：４月2日㈭・3日㈮　9:30～16:30
場　　所：相模原市立産業会館　
内　　容： ��ロールプレイや現役経営者の講話等を通じて、

新入社員に社会人としての自覚を促すととも
に、様々な状況に適応した立ち居振る舞いなど、
2日間の研修でしっかりと学びます。

受
（ 税 　 込 　 み ）
講 料：会員企業　 １名 7,200円

　　　　　（非会員企業 １名 １4,400円）

定　　員： １20名（定員に達し次第締め切り）
申込期限： ３月20日㈮
お申し込み： ��当会報折込チラシの申込書または、当所WEB

サイト（http://www.sagamihara-cci.or.jp/）
より申込書を入手の上、FAXでお申し込みくだ
さい。

問い合わせ先：産業振興課　☎�042-75３-８１３6
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専門家に学ぶ

相模原商工会議所電力使用量 12月電力使用量　28,259kwh（昨年同月27,2４0kwh） 当商工会議所ではエコアクション21を認証取得
しております

　

前
回
は
地
球
温
暖
化
に
よ
る
影
響
を
で
き
る
限

り
抑
え
る
適
応
策
を
地
域
で
進
め
る
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、
地
球
温
暖
化
に
対
す
る
感
受
性
を

抑
え
、
適
応
能
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
熱
中
症
対
策
と
し
て
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
高
齢
者
の
見
守
り
や
目
配

り
は
地
球
温
暖
化
に
対
す
る
感
受
性
を
抑
え
る
こ

と
に
つ
な
が
り
、
熱
中
症
に
対
す
る
市
民
や
事
業

者
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
は
地
域
に
お
け
る
適
応

能
力
を
高
め
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
地
球
温
暖
化
に
対
す
る
適
応
策
に
対

す
る
市
民
や
事
業
者
の
関
心
は
低
く
、
そ
の
必
要

性
に
対
す
る
認
識
も
ま
だ
広
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
適
応
策
に
対
す
る
関
心
を
高

め
、
地
域
に
お
け
る
適
応
能
力
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、

適
応
策
に
対
す
る
市
民
意
識
を
把
握
し
よ
う
と
す

る
試
み
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
国
土
交
通
省
や
茨
城
大
学
な
ど
は
、

地
球
温
暖
化
に
伴
う
海
面
上
昇
で
自
分
の
家
が
危

険
に
な
っ
た
場
合
の
意
識
や
行
動
に
つ
い
て
把
握

す
る
た
め
、
沿
岸
域
に
居
住
す
る
住
民
二
千
人
に

対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
、
海
面
上
昇
に
よ
る
太
平
洋
の
島
々
へ
の

影
響
に
つ
い
て
は
八
割
以
上
の
人
が
認
識
し
て
い

る
一
方
で
、
日
本
国
内
で
懸
念
さ
れ
る
影
響
に
つ

い
て
の
認
識
は
相
対
的
に
低
く
、
楽
観
的
な
傾
向

（
相
模
さ
ん
）
前
回
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ブ
ロ
グ
を
使
い

分
け
て
い
る
お
店
の
事
例
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
最
近
何
か

と
話
題
に
な
っ
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）
に
つ
い
て
も
知
り
た
い
ね
。

（
て
る
て
先
生
）
簡
単
に
言
う
と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ

ロ
グ
は
お
店
の
看
板
の
よ
う
な
も
の
で
、
誰
で
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
お
く
も
の
で
す
。
但
し
、
情
報
の
流
れ
は

一
方
通
行
で
、
来
店
し
な
い
と
誰
が
反
応
し
て
く
れ
た
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
双
方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
重
視
し
た
ツ
ー
ル
で
す
。
人
と
人
、
お
店
と
顧

客
対
象
者
と
の
つ
な
が
り
が
見
え
る
ツ
ー
ル
と
い
っ
て
も

良
い
で
し
ょ
う
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
利
用
者
は
年
々
増
加
し
て
い
て
、
２
０
１
４

年
末
に
は
６
，０
２
３
万
人
と
の
こ
と
。（
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
総
研

調
べ
）
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ラ
イ
ン
で
す
。
元
々
10
代
～
20
代

の
若
年
層
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
ネ
ッ
ト
利
用
者
の

拡
大
と
と
も
に
40
～
50
代
以
上
の
年
齢
層
に
も
拡
大
し

て
い
ま
す
。

（
相
模
）
自
分
と
し
て
も
、
ま
た
お
店
と
し
て
も
使
っ
て

い
か
な
い
と
時
流
に
乗
り
遅
れ
そ
う
だ
ね
。
各
ツ
ー
ル
に

は
ど
ん
な
特
徴
が
あ
る
の
？

（
て
る
て
）
簡
略
化
し
て
言
う
と
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
は
匿
名

性
が
高
く
、
緩
い
つ
な
が
り
を
基
本
と
し
て
情
報
の
流
れ

方
が
早
い
の
が
特
徴
で
す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
は
実
名
で

の
登
録
が
基
本
な
の
で
、
相
互
に
顔
が
見
え
る
関
係
づ
く

神
奈
川
大
学

人
間
科
学
部
教
授
　
松
本
　
安
生

「
適
応
策
に
対
す
る
市
民
意
識
」

地
域
で
進
め
る
地
球
温
暖
化
対
策

第
10
回

 

中
小
企
業
診
断
士　

有
村　

知
里 第10回

て
る
て
先
生
の
販
促
講
座

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
効
果
的
に

�

活
用
す
る
に
は

り
、
よ
り
強
い
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
ツ
ー
ル

で
す
。
ま
た
誰
が
ど
ん
な
情
報
に
反
応
し
て
い
る

の
か
も
分
か
る
た
め
、
公
式
的
な
色
合
い
が
高
く

な
り
ま
す
。
ラ
イ
ン
は
個
対
個
の
つ
な
が
り
が
強

い
ツ
ー
ル
で
す
。

（
相
模
）
使
い
分
け
が
必
要
だ
ね
。

（
て
る
て
）
あ
る
飲
食
店
で
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
に

よ
り
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
の
メ
ニ
ュ
ー
案
内
、
そ
の

時
点
の
席
の
空
き
状
況
、
雨
の
日
の
ポ
イ
ン
ト
加

算
の
ご
案
内
な
ど
即
時
性
の
高
い
情
報
を
案
内
し

て
い
ま
す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
は
月
替
わ
り
の

献
立
な
ど
、
い
つ
で
も
ア
ク
セ
ス
し
て
ほ
し
い
情

報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
お
店
の
ペ
ー
ジ

に
「
い
い
ね
」
を
し
た
り
、
評
価
し
て
く
れ
た
お

客
様
に
対
し
て
は
割
引
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

写
真
や
動
画
が
掲
載
で
き
て
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
を

強
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
の
も
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の

強
み
の
一
つ
で
す
。

　

ラ
イ
ン
の
商
用
サ
ー
ビ
ス
で
は
登
録
者
に
直
接

ク
ー
ポ
ン
配
布
や
販
促
な
ど
の
告
知
が
で
き
る
た

め
、
来
店
促
進
力
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

複
数
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ツ
ー
ル
を
並
行
し
て
使
う
場
合

に
は
相
互
連
携
を
活
用
し
て
効
率
化
も
図
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
入
り
口
に
し
て
、
よ
り
情
報

が
詳
し
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
導
入
す
る
な
ど
の
動

き
を
作
っ
て
い
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

先
ず
は
使
っ
て
み
て
特
徴
を
つ
か
む
こ
と
、
そ
し

て
こ
ま
め
な
情
報
発
信
が
大
切
で
す
。

（
相
模
）
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
そ
れ
だ
ね
。

■
今
回
の
ま
と
め

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
は
ど
ん
ど
ん
使
っ
て

み
る
こ
と
。「
習
う
よ
り
慣
れ
よ
」
で
す
。

が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
の
家
が
危
険
と

な
っ
た
場
合
の
対
策
と
し
て
、
堤
防
等
の
整
備
を

望
む
意
見
が
四
割
程
度
で
、
安
全
な
区
域
へ
の
移

転
を
希
望
す
る
意
見
は
二
割
程
度
と
い
う
結
果
で

し
た
。
た
だ
し
、
経
済
的
支
援
が
あ
れ
ば
移
転
す

る
と
い
う
回
答
は
七
割
に
上
り
、
移
転
対
策
に
対

す
る
受
容
も
高
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
電
力
中
央
研
究
所
や
国
立
環
境
研
究

所
な
ど
が
、
近
年
の
気
象
変
化
（
猛
暑
日
や
熱
帯

夜
の
増
加
）
が
著
し
い
四
つ
の
県
（
神
奈
川
、
埼

玉
、
山
梨
、
石
川
）
の
住
民
約
四
千
人
に
行
っ
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

量
を
削
減
す
る
緩
和
策
に
比
べ
る
と
適
応
策
へ
の

重
要
性
の
認
識
は
低
く
、
設
備
整
備
に
よ
り
地
域

を
守
る
べ
き
と
す
る
意
見
は
四
割
程
度
、
自
分
の

地
域
が
危
険
地
域
と
な
っ
た
場
合
に
移
転
す
る
と

い
う
人
は
三
割
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
て
、
こ
の
調
査
で
は
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
対
策
を
す
べ
き
と
回
答
し
た
人
が
約
七
割
、
自

分
も
地
域
の
取
り
組
み
に
協
力
し
た
い
と
い
う
人

が
六
割
を
超
え
る
な
ど
、
適
応
策
を
国
や
行
政
の

責
任
と
考
え
ず
に
、
市
民
の
参
加
や
協
力
が
重
要

だ
と
考
え
る
人
が
多
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
所
づ
き
あ
い
な
ど
何
ら
か
の
社
会
的
な

つ
な
が
り
を
持
つ
人
の
ほ
う
が
適
応
策
に
対
し
て

肯
定
的
な
態
度
が
あ
る
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
適
応
策
に
つ
い
て
は
地
域
で
の
取
り
組

み
が
重
要
な
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
市
民
も
ま
た

地
域
で
進
め
る
こ
と
を
重
視
し
て
お
り
、
一
人
ひ

と
り
の
市
民
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
取
り
組
み
を
通

じ
て
、
地
域
の
適
応
能
力
を
高
め
ら
れ
る
可
能
性

が
十
分
に
あ
る
の
で
す
。
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「
農
業
参
入
支
援
」

■
６
次
産
業
化
、
異
業
種
か
ら
の
農
業
参
入

　

環
太
平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
な
ど
、
日
本
の
農
業
が

転
換
期
を
迎
え
る
中
、
生
産
コ
ス
ト
の
削
減
や
商
品
の
高
付

加
価
値
化
を
目
指
し
て
、「
儲
か
る
農
業
」
を
実
現
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
農
産
物
生
産
か
ら
加
工
、
販
売

ま
で
を
一
貫
し
て
手
掛
け
る
、
い
わ
ゆ
る
「
６
次
産
業
化
」

の
動
き
が
広
が
る
中
、
最
近
で
は
、
建
設
業
や
商
工
業
等
の

異
業
種
か
ら
の
農
業
参
入
も
活
性
化
し
て
い
ま
す
。

■
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介

<

農
業
参
入
支
援
サ
ー
ビ
ス>

　

新
た
に
農
業
へ
の
参
入
を
検
討
さ
れ
て
い
る
お
客
さ
ま
を

対
象
に
、平
成
20
年
12
月
か
ら
「
農
業
参
入
支
援
サ
ー
ビ
ス
」

を
提
供
し
て
い
ま
す
。「
農
業
参
入
に
よ
り
複
合
的
な
事
業

展
開
を
図
り
た
い
」、「
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
目
的
に
農
業

参
入
し
た
い
」
な
ど
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
お
客
さ
ま
に
農
業
参

入
の
方
法
や
手
続
き
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し
ま
す
。

<

ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル>

　
「
新
し
い
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
」
や
「
６
次
産
業
化
」
を
推

進
す
る
経
営
能
力
お
よ
び
起
業
家
精
神
を
持
つ
経
営
者
の
育

成
を
目
的
と
し
て
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
「
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
ス
ク
ー
ル
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
講
師
陣
に
は
農
業
生

産
法
人
の
社
長
や
大
学
の
准
教
授
な
ど
を
迎
え
、
企
業
的
農

業
経
営
者
と
し
て
の
基
本
的
な
心
構
え
や
経
営
者
と
し
て
必

要
な
財
務
、
人
材
育
成
等
の
知
識
習
得
、
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
の
内
容
で
、
４
年
目
と

な
る
本
年
度
は
全
20
回
の
講
座
を
実
施
中
で
す
。

　

当
行
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
様
々
な
金
融
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
参
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

株
式
会
社
山
梨
中
央
銀
行　

相
模
原
支
店

　

☎ 

０
４
２
－
７
５
９
－
５
５
２
１

と
し
て
企
業
の
利
益
を
押
し
上
げ
る
と
試
算
さ
れ

る
。
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
企
業
の
海
外
資
産
か

ら
の
収
益
が
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
に
加
え
、
訪

日
外
国
人
旅
行
者
数
の
増
加
も
期
待
で
き
る
た
め

だ
。
従
っ
て
、
輸
出
の
伸
び
悩
み
は
続
く
も
の
の
、

日
本
全
体
と
し
て
の
海
外
か
ら
の
受
取
は
増
加
す

る
と
見
込
ま
れ
る
。

　

そ
う
な
る
と
、
次
の
焦
点
は
企
業
収
益
の
改
善

が
設
備
投
資
の
拡
大
や
所
得
雇
用
環
境
の
改
善
に

結
び
つ
く
か
ど
う
か
で
あ
る
。
企
業
の
設
備
は
老

朽
化
が
相
当
進
ん
で
お
り
、
維
持
・
更
新
投
資
の

拡
大
が
見
込
め
る
。
ま
た
、
人
手
不
足
が
深
刻
化

し
て
お
り
、
省
力
化
投
資
の
拡
大
も
期
待
で
き
る

だ
ろ
う
。
他
方
、
家
計
部
門
に
つ
い
て
は
円
安
に

伴
う
物
価
上
昇
が
消
費
の
重
石
と
な
る
も
の
の
、

前
述
の
よ
う
に
所
得
雇
用
環
境
の
改
善
は
期
待
で

き
る
状
況
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
新
年
の
わ
が
国
経
済
は
、

消
費
税
増
税
の
延
期
も
あ
っ
て
個
人
消
費
の
緩
や

か
な
回
復
を
主
因
に
景
気
は
持
ち
直
し
に
転
ず
る

と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
輸
出
の
伸
び
悩
み
が
続

く
た
め
、
景
気
の
回
復
ペ
ー
ス
は
１
％
台
半
ば
と

マ
イ
ル
ド
な
も
の
に
と
ど
ま
る
と
み
ら
れ
る
。

高
橋　

進
／
た
か
は
し
・
す
す
む

　

１
９
５
３
年
生
ま
れ
。
一
橋
大
学
経
済
学
部
卒

業
後
、
76
年
住
友
銀
行
に
入
行
。
13
年
１
月
、
政

府
・
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
民
間
議
員
に
就
任
。

現
在
、
テ
レ
ビ
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
活

躍
中
。
著
書
『
10
年
後
の
日
本
を
読
む
「
先
見
力
」

の
つ
け
方
』（
徳
間
書
店
）
の
ほ
か
、
日
本
経
済

新
聞
、
産
経
新
聞
な
ど
に
多
数
執
筆
。

懸
念
さ
れ
る
が
、
今
後
の
景
気
を
展
望
す
る
上
で

は
、
景
気
の
拡
大
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
維
持
さ
れ
て
い

る
の
か
、
景
気
は
い
つ
回
復
軌
道
に
復
帰
す
る
の

か
が
焦
点
に
な
る
。
過
去
２
年
間
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
の
下
で
の
景
気
拡
大
の
主
役
は
個
人
消
費
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
消
費
増
税
後
に
お
け
る
個
人
消

費
の
回
復
の
遅
れ
は
夏
場
の
天
候
不
順
の
影
響
に

加
え
て
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
期

待
の
先
取
的
な
上
振
れ
分
が
あ
っ
た
可
能
性
を
示

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
当
面
は
個
人
消
費
の
回
復

力
は
強
く
な
い
が
、
こ
う
し
た
影
響
が
一
巡
す
れ

ば
、
徐
々
に
回
復
す
る
と
み
ら
れ
る
。
加
え
て
、

企
業
業
績
の
改
善
を
背
景
に
賃
金
の
上
昇
や
雇
用

情
勢
の
改
善
が
続
い
て
お
り
、
新
年
も
同
様
の
情

勢
が
続
く
と
見
込
ま
れ
る
。
足
元
は
雇
用
者
報
酬

の
増
加
が
物
価
上
昇
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
状
況

だ
が
、
賃
金
の
上
昇
が
続
け
ば
、
物
価
上
昇
分
を

差
し
引
い
た
後
で
も
雇
用
者
報
酬
が
プ
ラ
ス
に
転

じ
、
消
費
を
下
支
え
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

消
費
増
税
の
延
期
も
、
物
価
上
昇
に
よ
る
購
買
力

の
低
下
を
通
じ
た
個
人
消
費
の
下
押
し
圧
力
が
な

く
な
る
こ
と
か
ら
、
当
面
の
景
気
に
プ
ラ
ス
に
作

用
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

他
方
で
、
日
銀
の
追
加
緩
和
も
あ
っ
て
円
安
・

株
高
が
一
段
と
加
速
し
て
い
る
。
株
高
は
消
費
マ

イ
ン
ド
を
押
し
上
げ
、
景
気
へ
の
プ
ラ
ス
効
果
が

期
待
で
き
る
。
し
か
し
、
円
安
の
効
果
に
つ
い
て

は
懐
疑
的
な
見
方
も
出
て
い
る
。
円
安
の
進
行
に

も
か
か
わ
ら
ず
輸
出
の
伸
び
悩
み
が
長
期
化
し
て

い
る
の
に
対
し
、
円
安
下
で
原
燃
料
の
輸
入
代
金

が
膨
ら
み
、
貿
易
赤
字
を
拡
大
さ
せ
る
方
向
に
働

い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
円
安
は
依
然

　

わ
が
国
の
景
気
は
、
消
費
増
税
後
の
駆
け
込
み

需
要
の
反
動
な
ど
に
よ
り
大
き
く
落
ち
込
ん
で
以

降
、
持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
そ

の
ペ
ー
ス
は
緩
慢
で
あ
る
。

　

２
０
１
４
年
７
～
９
月
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

２
四
半
期
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
な
っ
た
。
企

業
や
家
計
の
マ
イ
ン
ド
は
低
迷
し
、
実
体
面
で
も
、

企
業
部
門
で
は
消
費
増
税
後
の
在
庫
積
み
上
が
り

が
生
産
の
重
石
に
な
っ
て
い
る
。
在
庫
調
整
圧
力

は
自
動
車
な
ど
の
耐
久
財
を
中
心
に
残
存
し
て
お

り
、
当
面
調
整
局
面
が
続
く
公
算
が
大
き
い
。
一

方
、
外
需
は
輸
出
が
一
進
一
退
の
状
況
で
あ
り
、

円
安
が
進
行
し
て
い
る
も
の
の
、
製
造
業
の
海
外

シ
フ
ト
や
海
外
の
景
気
減
速
な
ど
を
背
景
に
数
量

の
伸
び
悩
み
が
続
い
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
公
共
投
資
が
景
気
を
下
支
え
す
る

と
と
も
に
、
企
業
部
門
の
収
益
環
境
は
好
調
が
続

い
て
お
り
、
設
備
投
資
計
画
な
ど
は
、
な
お
堅
調

で
あ
る
な
ど
、
持
ち
直
し
の
動
き
は
健
在
で
あ
る
。

家
計
部
門
で
も
所
得
雇
用
環
境
の
改
善
の
下
で
、

落
ち
込
ん
だ
消
費
は
、
ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の

緩
や
か
に
回
復
し
て
い
る
。

　

消
費
増
税
の
影
響
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
、
あ

る
い
は
円
安
が
ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
な
ど
が

今
★
知
っ
て
お
き
た
い

 

マ
ネ
ー
学
。

金
融
保
険
業
部
会
連
載
（
第
14
回
）

新
年
経
済
の
展
望

― 

引
き
続
き
カ
ギ
を
握
る
個
人
消
費 

―

 

日
本
総
合
研
究
所　

理
事
長　

高
橋
　
進
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アクティブ５

家庭のお風呂で温泉治療! !

相模物産株式会社 相模原市中央区上溝1878（全農ミート前）
TEL ０４２（755）3 5 2 1㈹

新開
発

神経痛・リュウマチ・月経痛・冷性
切傷・痛風・産前産後・打撲・捻挫
湿疹・凍症・皮膚亀裂・神経衰弱

［効能］
厚生省許可医薬品

お 祝 引 出 物
御葬儀即返し引出物

電話１本で訪問させていただきます。

受付時間 AM10：00～PM 6：00

0120-867-749Free Dial

（フリーダイヤル）

お宝・観覧者を募集します

出張！なんでも鑑定団in相模原

詳しくは、今号に同封していますチラシをご覧下さい。
お宝は、美術品からお菓子のオマケやおもちゃまで
ジャンルは問いません。皆様のご応募をお待ちして
おります。

日時：5月2４日㈰
　　　午後 1 時から 3 時
場所：相模原市民会館ホール

峰山霊園 墓石注文受付中相模原
市　営

本社　〒252-0324  神奈川県相模原市南区相武台1-25-7
ホームページアドレス：http://www.kanagawa-sekizai.co.jp

地元だからできる信頼と完全なアフターサービス

　0120-00-1514電話代無料

電話受付時間
午前9時～午後5時・火曜定休

全 優 石 認 定
全国優良石材店

外柵、石塔などの建墓に関する
保証の「保証書」を発行します。

Tel 042-747-5154
霊園総合案内センター

「
清
水
体
制
」で

�

飛
躍
の
２
年
目
へ

青年部
　

青
年
部
（
清
水
良
則
会
長
）
は
１
月
14
日
、
市

立
産
業
会
館
で
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
平
成
27

年
度
の
役
員
、
理
事
及
び
組
織
体
制
を
決
定
し

ま
し
た
。（
写
真
＝
表
紙
）

　

次
年
度
会
長
に
は
、
今
年
度
に
引
き
続
い
て
清

水
良
則
氏
（
㈲
シ
ミ
ズ
リ
ビ
ン
グ
）
が
選
任
さ
れ
、

「
次
年
度
は
委
員
会
体
制
の
刷
新
を
図
っ
て
望
み
、

青
年
部
に
と
っ
て
飛
躍
の
１
年
と
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
青
年
部
の
さ
ら
な
る
発
展
を
力
強
く
誓

い
ま
し
た
。

　

臨
時
総
会
終
了
後
は
新
年
会
を
開
催
。
杉
岡
会

頭
を
は
じ
め
、
歴
代
青
年
部
会
長
な
ど
が
出
席
し
、

和
や
か
に
歓
談
し
ま
し
た
。

　

次
年
度
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

直
前
会
長
＝
長
谷
川
光
明
（
㈲
長
谷
川
保
険
事
務

所
）、
副
会
長
＝
岡
野
祐
一
（
㈱
櫻
内
工
務
店
）、

山
口
恒
（
㈱
山
口
工
業
）、
長
谷
川
明
（
㈲
長
谷

川
板
金
工
業
所
）、
監
事
＝
赤
坂
徹
（
テ
ィ
ー
ズ

カ
ー
ゴ
）、
松
下
龍
治
（
エ
ム
ズ
テ
ク
ノ
㈱
）、
会

計
＝
高
橋
英
樹
（
サ
ガ
ミ
急
送
㈱
）、
理
事
＝
春

山
浩
（
㈱
清
和
サ
ー
ビ
ス
）、
笹
崎
智
成
（
㈱
ス

リ
ー
ワ
イ
ズ
）、
関
戸
和
浩
（
㈱
く
ら
や
）、
松
下

龍
太
（
㈱
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
）、
小
形
剛
央
（
小
形
会
計

事
務
所
）、
黒
田
国
彦
（
㈲
ケ
イ
・
ラ
イ
フ
）、
長

谷
川
巧
一
（
㈲
長
渕
建
築
板
金
）、館
脇
智
幸
（
㈲

共
栄
硝
子
工
事
）、
白
井
拓
朗
（
㈱
ハ
シ
モ
ト
コ

　

女
性
会
（
猪
熊
幸
江
会
長
）
は
１
月
21
日
、
会

員
1８
名
が
参
加
し
南
国
酒
家
・
相
模
原
店
（
伊
勢

丹
相
模
原
店
７
階
）
で
新
年
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
杉
岡
会
頭
、
座
間
専
務
理
事
も
出
席

し
、
同
店
自
慢
の
新
春
の
創
作
中
華
料
理
「
ヌ
ー

ベ
ル
シ
ノ
ワ
」
を
味
わ
い
ま
し
た
。
抽
選
会
も
行

わ
れ
、
会
場
は
大
変
盛
り
上
が
り
、
和
や
か
に
歓

談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
一
行
は
同
店
に
隣
接
す
る
「
相
模
女

子
大
学
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
相
模
大
野
」
に
移
動
。

コ
ン
サ
ー
ト
「
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
コ
ー
ラ
ー
～
ジ
ャ

ズ
で
奏
で
る
、
麗
し
の
映
画
音
楽
～
」
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。

　
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク　

ピ
ア
ノ
の
貴
公
子
」
の
奏

で
る
様
々
な
映
画
音
楽
の
調
べ
を
堪
能
し
、
新
年

の
宵
の
ひ
と
と
き
を
大
い
に
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）、
中
嶋
祐
賢
（
相
模
原
観
光

㈱
）、
八
巻
政
広
（
㈲
眞
工
業
）、
尾
作
太
一
（
㈱

文
盛
堂
）、
佐
藤
清
仁
（
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
㈱
）

創
作
中
華
な
ど
堪
能

�

新
年
会
を
開
催

女性会

平成27年度新役員

和やかな雰囲気の新年会
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インフォメーション

　

旬
の
お
菓
子
で
多
く
の

フ
ァ
ン
を
獲
得
し
て
い
る

洋
菓
子
店
「
㈲
セ
・
ラ
・

セ
ゾ
ン
」（
中
央
区
矢
部

１
－
14
－
８
）
が
昨
年
10

月
、
市
制
施
行
60
周
年
さ

が
み
は
ら
ス
イ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
４ 

特
別
賞
の
相
模
原
商
工
会

議
所
会
頭
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

こ
の
ス
ィ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
ス
イ
ー
ツ

を
通
じ
て
相
模
原
の
魅
力

を
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に
、（
一
社
）
相
模
原
市
商
店

連
合
会
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は
、
市

制
施
行
60
周
年
記
念
事
業
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

セ
・
ラ
・
セ
ゾ
ン
が
受
賞
し
た
作
品
の
、
焼
ド
ー
ナ

ツ
『
ソ
レ
イ
ユ
ド
「
さ
が
み
は
ら
」（
相
模
原
の
太
陽
）』

は
、
相
模
原

産
の
津
久
井

在
来
大
豆
を

使
い
、
香
ば

し
く
、
き
な

粉
と
粒
あ
ん

が
相
性
抜
群

の
焼
き
ド
ー

ナ
ツ
で
地
元

の
産
物
を
活

か
し
た
自
慢
の
逸
品
で
す
。
な
お
、
現
在
は
商
品
名
を

「
津
久
井
き
な
こ
の
あ
ん
ド
ー
ナ
ツ
」
と
し
て
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
「
第
55
回
全
国
推
奨
観
光
土
産
品
審
査
会
」

が
昨
年
10
月
31
日
、
東
京
商
工
会
議
所
国
際

会
議
場
で
行
わ
れ
、
当
商
工
会
議
所
推
薦
の

２
店
舗
５
商
品
が「
全
国
推
奨
観
光
土
産
品
」

と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
審
査
会
は
、
観
光
土
産
品
の
発
掘
・

育
成
・
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
、
豊
国
屋
（
南
区
新
戸
３
０
２
４
）
の
食

品
部
門
の
商
品
「
津
久
井
在
来
大
豆
の
蒸
か
し
豆
、

納
豆
糀
漬
」
が
新
た
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
津
久
井
在
来
大
豆
の
蒸
か
し
豆
」
は
、
津
久

井
在
来
大
豆
を
ド
ラ
イ
パ
ッ
ク
製
法
（
缶
に
素
材

だ
け
を
詰
め
て
高
真
空
状
態
か
ら
加
熱
す
る
製

法
）
で
缶
詰
に
し
た
も
の
で
す
。

　

原
料
に
は
添
加
物
な
ど
を
一
切
使
用
せ
ず
大
豆

の
み
を
使
用
し
て
お
り
、
素
材
の
味
を
そ
の
ま
ま

楽
し
め
ま
す
。
長
期
間
の
常
温
保
存
が
可
能
な
の

で
、
災
害
時
の
非
常
食
と
し
て
も
大
変
便
利
で
す
。

　

今
回
の
認
定
に
つ
い
て
、
担
当
の
岡
本
さ
ん
は

「
津
久
井
在
来
大
豆
の
お
い
し
さ
が
認
め
ら
れ
、
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
商
品
を
通
じ

て
、
相
模
原
や
津
久
井
在
来
大
豆
の
魅
力
を
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
」
と
喜
び
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
べ
ー
ぐ
る
し
ょ
っ
ぷ
米
来
」（
中
央
区

星
が
丘
２
－
13
－
３
）
の
食
品
部
門
の
商
品
「
米

粉
の
お
む
す
び
べ
ー
ぐ
る
」「
ど
っ
し
り
米
粉
色

（
し
ょ
く
）
ぱ
ん
」、
菓
子
部
門
の
商
品
「
米
粉
の

お
せ
ん
べ
い
ら
す
く
」
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
商
品
は
〝
地
産
地
消
・
唯
一
無
二
〟

に
こ
だ
わ
り
、

原
材
料
で
あ

る
お
米
は
相

模
原
産
を
使

用
。
素
材
と

な
る
野
菜
な

ど
も
可
能
な

限
り
市
内
産

を
使
っ
て
い

ま
す
。
商
品

は
す
べ
て
代

表
者
独
自
の

ア
イ
デ
ア
に

基
づ
い
て
開

発
さ
れ
て
お

り
、
一
つ
ひ

と
つ
が
手
作

り
で
す
。

　

代
表
の
坂
元
智
香
さ
ん
は
、
今
回
の
認
定
に
際

し
、「
相
模
原
の
特
色
を
持
っ
た
商
品
達
が
認
定

さ
れ
、
と
て
も
光
栄
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
贈
り
物

と
し
て
喜
ば
れ
る
よ
う
な
商
品
を
、
全
国
に
発
信

し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ

て
い
ま
し
た
。

「
豊
国
屋
」・「
べ
ー
ぐ
る
し
ょ
っ
ぷ
米

（
べ
え
ぐ
る
）
来
」

全
国
観
光
土
産
品
推
奨
品
に
認
定

豊国屋の「津久井在来大豆」豊国屋の「津久井在来大豆」べーぐるしょっぷ米来の認定商品

当商工会議所会頭賞を受賞
さがみはらスイーツフェスティバル201４

セ・ラ・セゾンの
『ソレイユド「さがみはら」（相模原

の太陽）』

焼ドーナツ『ソレイユド「さがみはら」（相模原の太陽）』

第３回 会員企業ビジネス交流会（南　区
会場版）

　当商工会議所では、「会員企業相互の情報交換」「人脈づくり」「自社企業のPR」「取引拡大」などを目的としたビジネス交流会を開催
いたします。ぜひご参加ください

【日　時】　３月３日㈫　１４:００～１７:００
【会　場】　第 1 部　ユニコムプラザさがみはら 南区相模大野3-3-2
　　　　　第 2 部　クアットロ クオーリ 南区相模大野3-3-1

【内　容】　第 1 部　会員企業PRタイム他
　　　　　第 2 部　交流会

【定　員】　30名（ 1 事業所 1 名まで）
　　　　　※定員になり次第締め切りとさせて頂きます。

【参加費】　お 1 人3,000円
　　　　　（当日の第 1 部受付で集金させて頂きます）
【申込等】　 当所ホームページ（http://www.sagamihara-cci.or.jp/）の

トピックスより申込書をダウンロードし、必要事項をご記入の
上、FAX（042-743-4420南支所宛）にて 2 月1８日㈬までにお申
込下さい。

【お問い合わせ】
　　　　　相模原商工会議所 南支所 ☎:042-746-3619 FAX:042-743-4420
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相模原商工会議所
〒252-0239　相模原市中央区中央3–12–3
TEL：042-753-8135　FAX：042-753-7637

本
制
度
の

お
申
し
込
み
は

共済制度の運営機関
独立行政法人
中小企業基盤整備機構
URL http://www.smrj.go.jp/kyosai/index.html
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アクティブ５

　

青
工
研
（
渡
邊
将
文
会
長
）
は
１
月
16
日
、
市

立
産
業
会
館
で
次
年
度
役
員
選
任
総
会
を
開
催
し
、

会
員
41
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
平
成
27

年
度
の
役
員
、
理
事
、
及
び
組
織
体
制
な
ど
全
て

原
案
ど
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

　

次
年
度
会
長
に
は
、
河
野
崇
氏
（
㈲
河
野
製
作

所 

代
表
取
締
役
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
河
野

氏
は
、
こ
れ
ま
で
副
会
長
、
理
事
な
ど
を
歴
任
し

て
い
ま
す
。（
写
真
＝
表
紙
）

　

河
野
氏
は
あ
い
さ
つ
で
「
中
小
・
零
細
企
業
に

と
っ
て
、
変
化
が
激
し
く
、
厳
し
い
経
営
環
境
が

続
い
て
い
ま
す
。
時
代
の
変
化
に
対
応
し
て
い
く

た
め
に
は
〝
選
択
と
集
中
〟
で
自
社
の
強
み
を
明

確
に
し
、
足
場
を
固
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
一

年
間
本
音
で
語
り
合
い
、
本
音
で
ぶ
つ
か
り
合
い
、

お
互
い
の
成
長

･

自
社
の
発
展

に
つ
な
げ
て
行

き
ま
し
ょ
う
」

と
抱
負
を
述
べ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
織

体
制
に
関
わ
る

議
案
審
議
で
は
、

参
加
し
た
会
員

か
ら
活
発
な
質

疑
や
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、
選

任
さ
れ
た
各
役
員
か
ら
も
力
強
い
抱
負
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
会
員
企
業
の
成
長
と
会
の
将
来
を
真

剣
に
考
え
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
る
、
青
工
研
ら
し

い
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
年
度
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

会
長
＝
河
野
崇
（
㈲
河
野
製
作
所
）、
副
会
長
＝

鈴
木
道
雄
（
永
進
テ
ク
ノ
㈱
）、
横
江
利
夫
（
旭

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
㈱
）、
監
事
＝
大
塚
正
浩
（
㈱

大
塚
鉄
工
所
）、
古
川
弘
司
（
フ
ァ
ク
タ
ー
㈱
）、

会
員
拡
大
理
事
＝
稲
場
純
（
㈱
リ
ガ
ル
ジ
ョ
イ
ン

ト
）、
渉
外
理
事
＝
大
峰
英
一
（
㈱
タ
イ
ホ
ー
）、

財
務
理
事
＝
新
海
肇
（
㈱
新
海
製
作
所
）、
担
当

理
事
＝
酒
巻
利
光
（
㈱
テ
ク
ノ
フ
ロ
ン
テ
）、
原

田
真
弥
（
㈲
原
田
製
作
所
）、
中
村
勝
彦
（
㈲
中

村
電
機
）、
馬
本
伸
行
（
日
本
テ
ク
ノ
㈱
）

　

都
市
産
業
研
究
会
（
中
嶋
幸
夫
会
長
）
は
、
平

成
23
年
9
月
よ
り
「
一
緒
に
考
え
よ
う
！
相
模
原

の
未
来　

日
本
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
ラ
ジ

オ
番
組
を
制
作
・
放
送
し
て
い
ま
す
。（
エ
フ
エ

ム
さ
が
み
８3
・
９
Ｍ
Ｈ
ｚ
）

　

こ
の
番
組
は
、
当
研
究
会
が
作
成
し
た

「
２
０
１
４
提
言
書　

相
模
原
の
15
年
後
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」
を
話
題
に
、
当
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー

と
ゲ
ス
ト
が
自
由
に
意
見
交
換
を
行
う
番
組
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
放
送
で
は
、「
相
模
原
お
店
大
賞

実
行
委
員
会
」
や
、「
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
（
宇
宙
航
空
研

究
開
発
機
構
）宇
宙
科
学
研
究
所
の
広
報
担
当
者
」

な
ど
を
招
き
、
市
内
で
話
題
と

な
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
相
模
原
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
発
信
し

て
い
ま
す
。

　

番
組
の
過
去
放
送
分
は
、
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
の
「
都
産
研
チ
ャ

ン
ネ
ル
」
で
い
つ
で
も
視
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
右
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は
、
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
で
「
都
産
研
」
と
検
索
の

上
、
是
非
ご
聴
取
下
さ
い
!!

放　

送　

 

毎
月
第
二
週
目
土
曜
日
21
時
～
22
時

再
放
送　

 

放
送
日
の
翌
日
曜
日
10
時
～
11
時

放
送
局　

エ
フ
エ
ム
さ
が
み
８3
・
９
Ｍ
Ｈ
ｚ

次
年
度
会
長
に

�

河
野
崇
氏
を
選
任

青工研

　

近
未
来
技
術
研
究
会
（
西
澤
勇
司
会
長
）
は
３

月
９
日
、
企
業
や
市
民
を
対
象
と
し
た
公
開
の
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
「
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
進
化
と
社
会
の

展
望
に
つ
い
て
（
仮
）」
で
す
。
講
師
に
は
、
ア

ス
ラ
テ
ッ
ク
㈱
チ
ー
フ
ロ
ボ
ッ
ト
ク
リ
エ
ー
タ
ー

の
吉
崎
航
（
よ
し
ざ
き
わ
た
る
）
氏
と
、
㈱
ブ
レ

イ
ブ
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
代
表
の
石
田
賢
司
氏
を
招
き

ま
す
。（
写
真
＝
表
紙
）

　

吉
崎
氏
は
、
安
倍
首
相
が
主
導
す
る
「
ロ
ボ
ッ

ト
革
命
実
現
会
議
」
へ
の
20
代
唯
一
の
参
画
者
で
、

ロ
ボ
ッ
ト
制
御
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
「V

-S
ido O

S

（
ブ
シ
ド
ー
オ
ー
エ
ス
）」
の
開
発
者
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
で
は
、
こ
の
「V

-S
ido O

S

」
の
活
用

に
よ
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
進
化
や
、
ロ
ボ
ッ
ト
社
会
の

展
望
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　

ま
た
当
日
は
、映
画
「
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
ー
」

な
ど
で
知
ら
れ
る
変
形
ロ
ボ
ッ
ト
「
ジ
ェ
イ
ダ
イ

ト
ク
ォ
ー
タ
ー
」
も
登
場
。「
ジ
ェ
イ
ダ
イ
ト
ク

ォ
ー
タ
ー
」
は
、「V

-S
ido O

S

」
に
よ
っ
て
制

御
さ
れ
、
車
・
人
型
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
ー
ド
で
の
走

行
・
歩
行
が
可
能
で
す
。
講
演
内
で
は
、
変
形
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
変
形
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立

ち
上
げ
た
の
が
石
田
賢
司
氏
。
石
田
氏
が
代
表
を

務
め
る
㈱
ブ
レ
イ
ブ
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
を
中
心
に
、

ア
ス
ラ
テ
ッ
ク
㈱
、
㈱
タ
カ
ラ
ト
ミ
ー
の
３
社
に

て
、
２
０
２
０
年
に
５
ｍ
の
巨
大
変
形
ロ
ボ
ッ
ト

完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
石
田
氏
か
ら
は
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
や
変
形
ロ
ボ
ッ
ト
開
発
過
程

に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　

会
場
は
相
模
原
市
立
産
業
会
館
１
階
ホ
ー
ル
で

1８
時
30
分
開
演
。
参
加
費
無
料
。

　

申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
同
会
事
務
局

ま
で
。
☎
０
４
２
－
７
５
３
－
８
１
３
６
。

ど
う
な
る
ロ
ボ
ッ
ト
新
時
代
!?

�
公
開
講
演
会
の
お
知
ら
せ

 

メ
デ
ィ
ア
で
話
題
の
変
形
ロ
ボ
も
登
場

近未来研

選任された次年度役員

吉崎航氏（右）と石田賢司氏（左）

「
一
緒
に
考
え
よ
う
！

�

相
模
原
の
未
来
日
本
の
未
来
」

都産研
ラジオ番組

放送中！
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県
内
の
優
れ
た
中
小
企
業
の
技
術
や
製
品
を
決
め
る
２
０
１
４
年
度
の
工
業
技
術
開
発
大
賞
で
、

ブ
ル
ー
・
ス
タ
ー
Ｒ
＆
Ｄ
（
中
央
区
横
山
台
）
の
「
超
音
波
バ
リ
取
り
洗
浄
装
置
」
が
見
事
奨
励

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
、「
超
音
波
洗
浄
」
と
い
う
分
野
を
手
掛
け
て
い
る
同
社
で
す
が
、

そ
の
技
術
を
洗
浄
だ
け
で
な
く
「
バ
リ
取
り
」
に
も
活
用
し
た
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
製
品
と
い
え
ま
す
。

開
発
し
た
の
は
、
同
社
会
長
の
柴
野
佳
英
さ
ん
で
す
。
長
年
に
わ
た
る
研
究
だ
け
で
な
く
、
難
題
に

直
面
し
て
も
決
し
て
諦
め
な
い
執
念
が
、
画
期
的
な
新
製
品
の
開
発
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

産
す
る
と
も
な
れ
ば
、
膨
大
な
時
間
と
人
間
を
要

し
ま
す
。

　

柴
野
さ
ん
は
「
結
局
、
バ
リ
取
り
が
自
動
化
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
製
造
業
を
人
件
費
の

安
い
海
外
に
移
転
さ
せ
た
原
因
の
一
つ
に
な
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

■
製
品
は
「
研
究
の
集
大
成
」

　

工
業
技
術
開
発
大
賞
で
奨
励
賞
と
な
っ
た
柴
野

さ
ん
の
「
超
音
波
バ
リ
取
り
洗
浄
装
置
」
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
材
料
で
発
生
し
た
バ
リ
を
、
超
音
波
と

同
じ
く
キ
ャ
ビ
テ
ィ
ー
を
使
っ
て
、
一
度
に
大
量

に
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
技
術
は
、
柴
野
さ
ん
が
培
っ
て
き
た
超
音

波
洗
浄
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て

■
超
音
波
洗
浄
の
技
術
を
拡
大

　

同
社
が
製
造
販
売
す
る
超
音
波
洗
浄
装
置
は
、

水
槽
に
「
超
音
波
」
を
流
し
て
、
キ
ャ
ビ
テ
ィ
ー

（
泡
の
集
ま
り
）
を
発
生
さ
せ
、
表
面
に
付
着
し

た
汚
れ
を
除
去
す
る
も
の
で
す
。
身
近
な
場
所
で

は
、
例
え
ば
眼
鏡
の
洗
浄
機
に
も
、
こ
の
技
術
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
同
社
で
は
こ
う
し
た

技
術
を
「
バ
リ
取
り
」
に
も
拡
げ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
電
気
製
品
や
自
動
車
な

ど
は
、
金
属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
精
密
部
品
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

材
料
を
加
工
し
た
後
に
「
バ
リ
」
と
呼
ば
れ
る
不

要
な
突
起
が
発
生
し
ま
す
。
バ
リ
が
付
着
し
た
ま

ま
出
荷
し
て
し
ま
え
ば
、
部
品
は
不
良
品
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
バ
リ
を
除
去
す
る
の
で

す
が
、
柴
野
さ
ん
い
わ
く
「
ほ
と
ん
ど
の
企
業
は

手
作
業
で
行
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
」。

　

微
小
な
部
品
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど「
バ
リ
取
り
」

も
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
ま
し
て
部
品
を
大
量
生

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
超
音
波
の
周
波
数
な
ど

の
振
動
条
件
な
ど
を
「
バ
リ
取
り
専
用
」
に
改
良

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
水
槽
中
に
直
径
６
ミ

リ
の
キ
ャ
ビ
テ
ィ
ー
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
、こ
れ
が
バ
リ
を
除
去
す
る
の
で
す
。「
長

年
の
研
究
成
果
の
集
大
成
で
も
あ
り
、
世
界
市
場

を
狙
え
る
製
品
で
す
」
と
柴
野
さ
ん
は
自
信
を
持

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
国
内
で
こ
の
装
置
が
普

及
す
れ
ば
、
作
業
時
間
や
人
件
費
も
大
き
く
削
減

で
き
ま
す
。
量
産
に
な
っ
て
も
、
価
格
で
中
国
に

負
け
な
く
な
り
ま
す
」
と
も
付
け
加
え
ま
す
。

■
世
界
市
場
で
ト
ッ
プ
狙
う

　

柴
野
さ
ん
は
「
超
音
波
洗
浄
技
術
」
の
黎
明
期

だ
っ
た
１
９
７
０
年
代
か
ら
こ
の
世
界
に
入
り
、

新
技
術
開
発
に
没
頭
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
に
苦
戦
し
た
り
、
現

地
で
の
商
談
中
に
脳
梗
塞
で
倒
れ
た
り
と
、
経
営

者
と
し
て
は
苦
難
の
連
続
だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
諦
め
ず
、「
超
音
波
」
の
事
業
を
続
け

ま
し
た
。
そ
し
て
、
世
界
中
で
ど
こ
も
造
っ
て
い

な
い
、
文
字
通
り
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
製
品
を
生
み

出
し
ま
し
た
。

　
「
い
ろ
い
ろ
な
失
敗
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ

が
あ
っ
た
か
ら
今
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

世
界
で
追
従
者
が
い
な
い
ほ
ど
の
技
術
と
売
り
上

げ
を
達
成
し
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

社社
わが

の『
い
ち
押
し
』

㈱
ブ
ル
ー
・ス
タ
ー
Ｒ
＆
Ｄ

相
模
原
市
中
央
区
横
山
台
１
︲
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︲
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０
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２
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「
超
音
波
」の
バ
リ
取
り
装
置
開
発

�

県
工
業
技
術
開
発
大
賞
で
奨
励
賞

奨励賞を受賞した装置と柴野会長
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～
夢
と
未
来
に
向
け
て
～

�

か
な
が
わ
の
中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す
！

 

神
奈
川
県
信
用
保
証
協
会

募集代理店：㈲神奈川ユニオンアシュアランス
代表　畑　喜代司

相模原市中央区田名4417番地　☎ 042ｰ761ｰ3243
 0120ｰ61ｰ3243

問い合わせは…

相模原商工会議所団体扱い

アフラック
（アメリカンファミリー生命保険会社）

『新 生きるためのがん保険Days（デイズ）』
『ちゃんと応える医療保険EVER（エヴァー）』

入院も通院も保障でパワーアップ!!

■
企
業
の
経
営
改
善
を
支
援
し
ま
す
！

　

保
証
付
融
資
の
返
済
軽
減
や
猶
予
な
ど
の
条
件
変

更
を
行
っ
て
い
る
企
業
を
対
象
と
し
た
、
当
協
会
独

自
の
保
証
制
度
「
リ
タ
ー
ン
ア
シ
ス
ト
長
期
（
別
枠
）

保
証
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

▼
本
制
度
の
特
徴

・  

条
件
変
更
を
行
っ
た
保
証
付
融
資
に
つ
い
て
、
条

件
変
更
を
繰
り
返
す
こ
と
な
く
、
新
た
な
保
証
付

融
資
で
借
り
換
え
る
制
度
で
す
。

・  

保
証
期
間
は
、
無
担
保
で
も
最
長
１
５
年
の
超
長

期
！
返
済
方
法
の
組
み
直
し
の
幅
が
広
が
り
ま
す
。

・  

新
た
な
融
資
を
実
行
す
る
た
め
に
必
要
な
融
資
諸

費
用
相
当
額
の
調
達
を
含
め
た
借
換
え
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

・  

条
件
変
更
の
解
消
に
よ
り
、
将
来
的
な
資
金
調
達

の
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。

・  

融
資
を
実
行
し
た
後
も
金
融
機
関
と
当
協
会
が
協

力
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

を
実
施
し
ま
す
。

・  

本
制
度
の
ご
利
用
に
あ
た
り
、
企
業
か
ら
の
要
望

が
あ
れ
ば
、
当
協
会
か
ら
中
小
企
業
診
断
士
等
の

専
門
家
を
無
料
で
派
遣
し
、
経
営
改
善
計
画
の
作

成
支
援
や
融
資
実
行
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
等
を

行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
相
模
原
支
所

　

☎ 

０
４
２
－
７
５
２
－
０
５
７
５

　

http://w
w

w
.cgc-kanagaw

a.or.jp

お問い合わせ
相模原市環境政策課　☎ 042-769-8240

「まちだ・さがみはら
� 絆

ばん

・創
そう

・光
こう

」にご協力を

町田市・相模原市
ラ イ ト ダ ウ ン
キ ャ ン ペ ー ン

３月11日㈬ 午後６時～８時
生活や事業活動に支障のない範囲で、屋外照明
などの消灯にご協力ください。

市民・事業者・行政が手を携えて協働し（｢絆｣）、
節電など一人ひとりができることを考え（｢創」）、
生活や事業活動に支障のない範囲で消灯して星空を
見上げる（「光」）ことで、改めて東日本大震災を
思い返し、「地球温暖化防止」や「大気環境（光害）」
について考え、節電や省エネ行動につなげていくも
のです。

※詳しくは、相模原市ホームページの
暮らしの情報 → 環境 →トピックス をご覧に
なるか、お問い合わせください。

◇概要◇
機器仕様：55型液晶画面× ３台（音声なし）
稼動時間：毎日午前 7時～午後１0時
放映期間：平成27年 4 月 １ 日～平成2８年 ３ 月３１日のうち ３ヶ月以上
　　　　　（ １ヶ月単位）
放映枠数： ３画面を同時利用した20秒広告を１5分間に １回放映
　　　　　（60回／日）
契約金額：３0,240円／月
　　　　　※�３ ヶ月以上の契約になります。� � �

なお、 ３ヶ月に満たない場合は、別途ご相談ください。

放映希望日の １ヶ月前までには、お申込みくださいますようお願いし
ます。

相模大野駅北口にあるデジ
タルサイネージに、広告掲
載してくださる広告主を募
集します。
画面が新しくなり、さらに
高精度な情報発信が可能に
なりました。
この機会に広告を掲載して
みませんか？

詳しくは、市ホームページをご覧いただくか、市商業観光課まで
お問い合わせください。
http://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/sangyo/0１6３9１.html
相模原市商業観光課　☎：042-769-9255

相模大野パブリック
インフォメーション

広告主
募　集
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マルケイ融資（利子補給実施中）

利率（２月１日現在）
1.35％

実質利率（当初36カ月間）
0.405％

　マルケイ融資の貸付金利70%が３6カ月間、相模原市より補
給されます。
　マルケイ融資は当商工会議所の推薦により、無担保・無保
証人で低利融資が受けられる小規模事業者向け日本政策金融
公庫の公的融資制度です。
　事業資金のご相談の際は是非、お問い合わせ下さい。

お問い合わせ先：経営支援課　☎�042-753-8135

平成26年度
特定商工業者負担金の再請求のお知らせ
　当商工会議所は、一定規模以上の商工業者である特定商工業者（事
業所）（※１）の法定台帳（※2）の作成が義務付けられており、その
管理運営等に要する諸経費として、費用のご負担をいただいており
ます。経費出費多端の折とは存じますが、ご負担くださるようよろ
しくお願いいたします。
　○再請求書類　 2月上旬発送（支払期日： ３月１３日）
　○負 担 金 額　１,500円
（※１）��資本金（又は払込出資総額）３00万円以上又は従業員20人（商業・サービ

ス業は 5人）以上の事業所
（※2）��会員・非会員にかかわらず、市内の事業所を把握する資料で、商取引の

照会等に活用しています

【問い合わせ】総務課　☎�042-75３-８１３１

部　会 事 業 所 名 代表者名 住　　所 電話番号 事業内容

商 業 ㈱ FUTURE�TRADING ハ ニ フ ル
ラ ハ マ ン 中央区淵野辺本町5-44-８ 042-８１３-796８ 中古自動車など輸出及び販売

商 業 ㈱　ス 　 ペ 　 ッ 　 ク 大野　誠司 中央区田名2242-１ 042-7８5-246１ 家財などリサイクル品輸出及び販売

サービス業 一般社団法人さがみはら
コンテンツ推進協会 照井　幸則 南区相模大野３-３-2 0８0-4290-9３02 相模原にまつわる物事の応援、相

模原の知名度を広げるための活動

サービス業 インフィニティクリエイティブ
さ が み は ら OFFICE 青山　知正 中央区相模原4-7-2

モナークマンション相模原参番館7１0 050-55３9-50３８ ラジオ番組制作、映像、音声、イ
ベント制作

サービス業 ㈱Gill�Man�Diving�Shop
＆ Ca f e � G i l l � M a n 北原　　学 南区相模大野３-１9-１３ 042-705-１590 ダイビングショップ＆カフェ

サービス業 Re l a x ＆ E y e l a s h
s a l o n � P u a l a n i 松村　雅美 中央区横山4-2１-３ 042-８5１-4505 まつ毛エクステ等美容業

建 設 業 ㈱　　　　樹　　　　　 田口　直樹 中央区中央5-１0-5 042-75３-１200 建物全般の意匠設計、構造設計、
監理

建 設 業 ㈲　神　奈　川　空　調 菅野　文明 南区相南4-１2-１9
１0３コーポジュン 042-742-090８ エアコン設備、電気設備、管工事業

交通運輸業 丸大トラベルサービス㈱ 田部　茂雄 中央区田名塩田３-１0-7 042-7１１-9925 観光貸切バス、旅行業

金融保険業 ㈱　静岡銀行橋本支店 小暮　雅一 緑区西橋本5-３-１9 042-779-１2８2 普通銀行

特別会員 イーワン㈲イーワン旅行社 王　　昕萱 川崎市川崎区小川町８-2１
高田ビル３階 044-22１-669８ 航空券、ホテル、ビザ代行、ツアー

の手配

特別会員 ㈱横浜エージェンシー＆
コミュニケーションズ 田中　正行 横浜市西区みなとみらい4-4-5

横浜アイマークプレイス１4F 045-640-３4３１ 広告代理店業

特別会員 ワ ー ク ア ウ ト ㈲ 廣瀬　正利 大和市大和東３-３-１８-40３ 046-260-３１１１ ビジネスサポート、ITサポート、
電話秘書サービス

特別会員 ㈱　ＳＳＤ・ジャパン 宍戸　正弘 千代田区永田町2-１7-１7
アイオス永田町52１ 0３-３5３9-55３9 スポーツマーケティング

新入会員紹介
※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

平成26年12月末日会員数�4,657件
（平成26年12月1日～12月31日）

会員登録変更のお知らせ ※事業所のご希望により掲載しない場合もあります。

部　会 事 業 所 名 変更事項 変更後 変更前

工 業 ㈲達栄　らーめん初代一国堂
相模原店 住　所 中央区相模原7-１0-24 中央区中央2-３-１6

金融保険業 MHI保険サービス㈱
相模原支店 事業所名 MHI保険サービス㈱　相模原支店 ㈱春秋社　相模原支店

特別会員 ㈱マウントェスト　営業所 住　所 緑区原宿4-20-１7 緑区相原１-３-2３

電　話 042-８5１-26３4 042-70３-75３８

ＦＡＸ 042-８5１-26３5 042-70３-754８
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会員PRコーナー 会員紹介

会員増強展開中
ご紹介いただける事業所がございましたらご連絡をお願い致します。　連絡先 ☎ 042‒753‒8131（総務課）


